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県在宅医療推進協議会リハビリテーション部会報告（R6.8.26）

足柄上地域における
地域リハビリテーション活動推進の取組み

～住民主体の介護予防活動の充実を目指して～

県西(足柄上)地域における
地域リハビリ等の推進に係る意見交換会

資料２
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足柄上地域の実情
◼ 総人口・生産年齢人口は減少している地域が多い
◼ 一方、高齢化は進展しており、特に75歳以上の高齢者人
口が増加している地域が多い

◼ 介護認定率は上昇しており、特に軽度認定者（要支援〜
要介護2）が増加している地域が多い

◼ 介護や介助を必要とする原因としては、高齢による衰弱
（フレイル）が多い

◼ 将来的な医療資源、在宅医療、医療従事専門職者の不足

➢高齢者の健康寿命を延伸する対策が重要
➢介護予防の推進、特にフレイル対策が必要
➢地域リハビリテーションの展開が不可欠
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地域の関係機関による意見交換の実施

■ 令和５年５月
県西(足柄上)地域における地域リハビリ等の推進に係る意見交換会発足

■構 成
座 長 県立保健福祉大学リハビリテーション学科准教授 平瀬達哉
構成員 関係自治体、リハ専門職(県西地区リハビリテーション協議会)、

足柄上医師会、足柄上地区在宅医療・ 介護連携支援センター、
県立足柄上病院、介護老人保健施設、ケアマネ連絡会 ほか

事務局 県立病院機構

■ 足柄上地域の特性に応じた、地域リハビリテーションを推進するため、
地域の保健医療福祉の関係機関からなる意見交換会を設置。
具体的な検討のため令和５年10月から自治体等によるWGを設置。

■ ヒアリングによる地域課題の把握や地域リハビリの検討方策について
意見交換。
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これまでの経過と取り組みの内容
日 時 内 容

令和5年5月16日
県西(足柄上)地域における

地域リハビリ等の推進に係る意見交換会
第1回意見交換会

令和5年6月9日
〜7月18日 関係機関・市町へのヒアリング

令和5年9月5日 第2回意見交換会
地域課題の把握について

令和5年10月1日
〜令和6年2月29日 WGによる協議

令和6年3月15日 第3回意見交換会
対応の方向性について
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関係機関・自治体へのヒアリング結果
◼ 主な意見
■リハ職との連携を拡充したい
・地域ケア会議、通いの場、ボランティア育成
・通いの場の運動の効果検証やデータ分析、事業評価 等
⇔ リハ専門職が少なく事業拡大が難しい

どこに相談したらよいかわからない

■通いの場の運営を強化したい
・担い手となるボランティアの育成や活動の支援
⇔ 高齢化の進行でボランティアの確保が難しい

高齢者自身に自助や主体的な活動をする力が必要
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課題と対応の方向性
◼ 市町のニーズとリハ専門職を的確につなげる

◼ 介護予防サポーターの養成にリハ専門職が関わる

市町がリハ専門職の派遣依頼や相談ができる窓口を設置

窓口︓県西地区リハビリテーション協議会

□ 介護予防サポーター現任者教育プログラムの開発

□ 地域住民を対象とした健康チェック会の開催と効果検証
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課題と対応の方向性

◼ リハ専門職を活用した介護予防サポーター現任者
教育プログラムの開発

◼ 40歳以上の地域住民を対象とした健康チェック
会の開催と効果検証

住民主体の介護予防（通いの場）活動の充実

住民の健康リテラシーの向上
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介護予防サポーター現任者教育プログラムの開発

現在の介護予防サポーター養成講座等

対象 健康やボランティア活動に関心のある方

講師 健康運動指導士など

講座の特徴 ご当地体操などの運動メニュー等の指導

養成後活動 通いの場で、ご当地体操などを指導

課題
リハ専門職の視点（自立支援）が不足している
効果検証・フィードバックが不足している
通いの場への参加希望者が減っている
ボランティア希望者の確保が難しい、底上げも必要
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リハ専門職を活用した介護予防サポーター現任者教育プログラム(案)

対象 既存養成講座の受講者、通いの場でサポーターとして活動している方

講師 リハ専門職 (理学療法士、作業療法士、言語聴覚士)

講座の特徴
介護予防対策(フレイル、認知機能、口腔嚥下・誤嚥性肺炎防止)の理解
介護予防における運動・認知機能・心理面の評価の仕方や計測方法など
通いの場での活動における課題と課題解決方法

養成後活動 通いの場で、参加者に介護予防や運動を指導、効果判定の実施

効果
リハ専門職の活用により最新の知識を理解し実践できるサポーター育成
エビデンスのある評価とアプローチの習得
通いの場の参加者のモチベーションアップ、参加者の増加
主体的なマインドを持ったサポーターの育成、意欲の向上

WGやリハ専門職(神奈川県西地区リハビリテーション協議会等)
の意見をもとに作成(4回シリーズ、一か月程度)

介護予防サポーター現任者教育プログラムの開発
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健康チェック会の開催と効果検証

項 目 詳 細

一般情報 基本属性、フレイル質問、転倒状況、痛み、生活機能、
主観的健康観、特定健診質問（40歳以上）

運動機能 筋力、歩行能力、バランス能力、下肢周径、骨格筋量

認知機能 Mini-cog、主観的な認知機能低下質問

心理面 老年期うつ評価、転倒に対する自己効力感

栄養・睡眠・活動量 簡易栄養状態評価、ピッツバーグ睡眠質問票、
国際標準化身体活動質問票

 通いの場参加者や介護予防サポーター現任者教育プログラムの受講者も参加
し、通いの場や介護予防サポーター養成の効果検証を行う

 リハ専門職による結果返却会も開催し地域住民の健康リテラシーの向上につ
なげる

開成町で
トライアル実施

若い世代が増加しているため、今後
の介護予防戦略（疾病予防）も視野



Kanagawa University of Human Services.

健康チェック会のトライアル実施
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今後の展開とめざす姿

□ 住民の主体的な健康増進、介護予防対策で健康寿命の延伸
□ 将来的な介護人材・医療人材不足への対応
□ 介護給付費及び医療費の増加抑制

■ 介護予防サポーター現任者教育プログラムの完成と地域へ
の導入

■ 地域住民を対象とした健康チェック会の開催と効果検証

■ 自立支援の理念に基づいた介護予防サポーターが活動
■ 住民主体の介護予防活動の充実と、住民の健康リテラ

シーの向上

めざす姿

地域リハビリの展開

今後の取組み


